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目的 垂直増殖期における tumor infiltrating lymphocytes の予後に影響

する程度を評価する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング WHO melanoma study group 
対象者 1967 から 1975 までの WHO melanoma study group に集められた

777 例のうち基準を満たした旧 AJCC stageⅠまたはⅡの 285 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） 細胞分裂数、tumor infiltrating lymphocytes、Tumor Thickness、
regression、年齢、性別、原発部位 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 死亡 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

                                   5 年生存率 10 年生存率 
Brisk tumor infiltrating lymphocytes   77%        55% 
Nonbrisk tumor infiltrating lymphocytes 53％    45％ 
No tumor infiltrating lymphocytes        37%        22% 
多 変 量 解 析 で は Tumor Thickness と tumor infiltrating 
lymphocytes が有意な独立予後規定因子であった。 

結論 

垂直増殖期における tumor infiltrating lymphocytes はとても強力

な予後因子となる。 
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